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四
､
班
測
状
況
1

瓦
､
測
定
給
典
概
況

一
､
序

言

日
本
の
陸
地
に
於
け
る
重
力
測
定
は
明
治
十
三
年
頃
か
ら
始
ま
っ
て
居
る
｡
此
年
か
ら
五
年
間
に
メ
ソ
デ
ン
ホ
ー

ル
や
町
中
舘
先
鐘
が

1
秒
振
子
を
以
て
東
軍
､
富
士
山
償
､
札
幌
p
那
覇
.
鹿
見
島
'
小
笠
原
群
島
父
島
の
六
箇
所

で
重
力
を
測
定
し
た
が
う
某
紙
苑
は
今
日
知
れ
て
居
る
偲
よ
-
飴
程
大
き

い
棟
で
あ
る
｡
明
治
三
十
二
年
と
其
翌
年

と
は
長
岡
先
生
や
新
城
先
生
が
来
意
､
罫
都
､
金
樺
､
水
樺
の
四
箇
所
で
可
逆
振
子
を
用
払
て
重
力
の
縄
封
測
定
を

呂
舵
解
五
十
七
滑
水
艦
に
披
る
日
本
編
澗
上
の
範
力
測
光



地
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二
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番

餅

1
舵

こ

こ

行
っ
た
が
.
此
解
凍
は
其
後
の
測
定
の
結
果
と
蝕
み
達
は
伯
｡
明
治
三
十
四
年
は
長
岡
先
生
が
新
に
購
入
し
カ
年
砂

振
子
で
ポ
ツ
ダ
ム
と
東
京
と
の
重
力
の
比
瞭
測
定
を
行
っ
た
の
で
'
此
後
は
東
泉
を
口
本
の
重
力
測
定
の
標
準
鮎
と

し
て
連
年
比
較
測
定
な
行
ふ
戒
に
な
っ
て
､
長
岡
先
生
､
新
城
先
生
な
ど
が
主
と
し
て
測
定
を
行
は
れ
､
私
7P
明
治

四
十
四
年
か
ら
此
事
に
銅
係
す
る
棟
に
な
つ
カ
｡
而
し
て
大
正
四
年
ま
で
に
内
地
に
於

て
一
二
二
箇
所
の
或
力
測
定

が
出
凍
て

1
先
づ
完
了
し
た
房
で
あ
る
｡
其
後
昭
和
二
年
よ
わ
私
が
主
と
在
っ
て
熊
谷
助
教
授
等
と
共
に
朝
鮮
及
び

溝
洲
の
重
力
測
定
を
行
ひ
､
昭
和
八
年
ま
で
ほ
朝
鮎
で
二
四
箇
所
､
浦
洲
で

一
〇
箇
所
の
測
定
を
行
っ
た
｡
朝
鮮
は

大
髄
之
で
よ
い
と
凪
ふ
が
､
満
洲
の
方
は
今
後
引
穐

き
測
定
を
進
め
て
行
き
た
い
希
望
で
あ
る
｡

重
力
測
定
の
目
的
の
一
は
之
に
嬢
っ
て
地
殻
の
状
態
を
研
究
す
る
為
で
あ
る
が
'
日
本
は
陸
地
が
狭
小
で
あ
る
か

ら
其
上
の
重
力
分
布
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
｡
此
馬
は
我
々
は
日
本
の
近
海
に
於
で
重
力
測
定
を
行
ふ
轟
を
企
て

其
内
で
も
先
づ
第

一
に
日
本
海
溝
上
で
之
を
行
ふ
革
は
し
た
｡
海
洋
重
力
測
定
に
は
後
に
述
べ
る
如
-
潜
水
艦
に
嬢

る
革
が
必
妥
で
あ
る
か
ら
､
文
部
省
測
地
撃
委
員
骨
よ
-
海
軍
督
局
は
潜
水
艦
の
出
動
を
願
S
損
ね
の
で
あ
る
.
過

々
昭
和
五
年
瑞
典
に
開
か
れ
た
第
四
回
観
際
測
地
塾
及
地
球
物
班
拳
骨
と
昭
和
八
年
葡
萄
牙
に
開
か
れ
た
第
五
回
同

骨
と
は
於
て
重
ね
て
日
本
近
海
で
海
洋
重
力
測
定
を
行
ふ
轟
を
希
望
す
る
旨
の
決
織
が
成
立
し
た
｡
海
軍
は
於
で
も

之
等
の
事
情
豊
弧
と
L
t
時
々
観
測
者
を
潜
水
艦
に
便
乗
ruせ
て
其
事
情
に
習
熟
せ
し
め
､
今
回
は
い
よ
い
よ
日
本

海
溝
上
に
潜
水
艦
を
出
動
せ
し
め
'
観
測
者
を
便
乗
さ
せ
て
重
力
測
定
を
決
行
す
る
心
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
此
測
定

の
結
果
は
日
下
精
知
に
研
究
中
で
あ
る
が
､
其
概
況
だ
け
は
心
か
つ
宅
居
る
か
ら
､
本
絹
に
は
測
定
の
状
況
と
結
果

の
概
況
と
を
起
述
す
る
積
み
で
あ
る
0



本
編
を
革
す
る
に
骨
身
､
此
測
定
計
割
を
採

用せ
ら
れ
た
文
部
省
測
地
学
委
員
骨
､
其
出
願
を
容
れ
測
定
密
行
を

可
能
な
ら
し
め
た
海
軍
常
昂
､
殊
に
風
波
を
凌

5,
で
賓
側
の
馬
に
出
動
せ
ら
れ
た
呂
放
第
五
十
七
錬
潜
水
艦
に
保
革

の
戚
謝
h
f捧
げ
る
｡
又
準
備
伴
は
賓
測
に
絶
え
ず
斡
旋
の
夢
を
取
ら
れ
東
歌
晋
中
佐
'
測
定
は
潜
み
蕊
大
在
る
任
務

を
分
轄
せ
ら
れ
カ
髄
春

物
致
授
其
他
の
諸
君
'
経
線
儀
の
日
義
測
定
を
塘
皆
せ
ら
れ
力
覚
京
天
文
盟
の
橋
元
技
師
其

他
の
人
々
は
封
し
て
も
此
横
倉
に
厚
-
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
｡

二
､
海

洋

重

力

測

定

陸
上
と
蓮
払
海
洋
に
於

七は
固
定
し
た
振
子
基
を
設
け
る
轟
が
出
水
粕
か
ら
､
測
定
が
困
難
で
あ
る
｡
海
洋
中
の

孤
島
に
於
け
る
重
力
は
著
し
-
過
大
で
あ
る
事
は
既
に
知
ら
れ
て
居
て
'
昨
夏
我
々
が
南
洋
群
島
に
於
で
測
定
し
た

結
典
も
同
様
で
あ
っ
た
｡
賓
際
に
梅
坪
で
東
力
を
測
つ
72
の
.は

バ
ン
セ
ン
を
始
め
と
す
る
｡
西
暦

l.
八
九
三
年
ナ
ン

セ
ン
の
北
極
探
険
轍
は
船
底
の
特
殊
形
状
を
利
用
し
て
シ
べ
リ
ヤ
北
方
梅
上
で
浮
氷
原
に
氷
結
し
､
海
流
に
垂
せ
て

漂
流
す
る
乙
と
四
年
に
し
て
練
洲
に
到
着
し
カ
が
､

.i
行
中
の

バ
ン
セ
ン
は
酔
中
又
は
氷
原
上
で
陸
地
と
同
様
に
振

子
を
用
ひ
て
北
氷
洋
上
の
壷

力
測
定
を
行
以
得
た
の
で
あ
る
｡
此
駐
英
は
北
氷
洋
上
に
於
け
る
重
力
は
精
や
過
小
で

あ
る
罫
聖
不
し
て
居
る
O
其
後

一
九
〇
一
年
に
至
-
へ
ヅ
カ

ー
は
航
行
中
の
船
舶
中
で
轟
飽
水
の
沸
騰
鮎
と
水
銀
柱

気
腫
計
の
示
度
と
を
粍
域
は
測
定
し
て
韮
力
を
計
算
す
る
方
法
を
考
案
し
.
大
関
搾
1印
度
洋
､太
平
洋
等
を
横
断
し

て
重
力
測
定
を
行
っ
た
O
之
が

一
般
的
は
海
洋
重
力
測
定
を
行
以
得
た
始
め
で
あ
る
が
.
其
結
果
は
之
等
の
海
上
で

の
重
力
は
1
枚
的
に
は
島
唄
に
於
け
る
も
の
J
如
-
著
し
-
過
大
で
は
な
5,事
を
明
か
に
し
た
｡
此
結
果
は
大
切
で

呂
班
節
証
十
七
粋
水
艦
に
振
る
日
本
編
棒
上
の
菰
力
州
允

三

三
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一

挑

四

四

あ
る
が
p

へ
ッ
カ
ー

の
方
法
で
は
精
密
度
が
陸
上
の
測
定
の
場
合

よ
少
も
劣
っ
て
居
る
と
い
ふ
の
が
定
評
で
あ
る
｡

我
々
が
今
回
の
測
定
は
使
用
し
た
方
法
は
和
閑
人
マ
イ
ネ
ッ
が

一
九
二
三
年
に
始
め
て
用
以
力
方
法
で
あ
っ
て
､

現
在
で
は
政
も
よ
い
も
の
で
陸
上
の
測
定
と
殆
ん
ど
同

li
の
椅
密
庇
を
有
す
る
と
侶
ぜ
ら
れ
て
居
る
｡
之
は
特
殊
構

造
の
毒
に
振
子
を
吊
し

て潜
水
艦
内
で
測
定
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
0

振
子

の
振
動
の
方
程
式
は
吹
の
如
-
漆
か
れ
る
｡

:;II/Iji
･J･･
･[
"
･=･
It

･(,/I;::,'
････"

但
し
-
は
振
子
の
重
曹

-

傾
き
'
-

撃

の
雪

'

最

悪

'
意

は
撃

の
振
動
胃

で
輩

の

方
向
の
田
鮎
の
加
速
度
で
あ
る
｡
此
運
動
は
振
子
の
上
報
に
鋸
を
附
け
之
に
光
線
を
あ
て
J
海
兵
装
置
で
記
銑
す
る

事
が
閏
誓

｡
撃

の
基
が
動
学

れ
ば
此
笛

の
籍
は
影
警

受
け
る
の
で
あ
る
｡
今
二
本
の
撃

竺

つ
の
毒

は
吊
し
て
同
じ
振
動
面
内
で
振
動
さ
せ
､
光
線
が
第

1
の
振
子
の
鋸
で
反
射
し
て
か
ら
更
に
第
二
の
振
子
の
鋸
は
あ

光
っ
て
反
射
す
る
様
に
し
て
'
三

本
の
振
子
の
各
成
運
動
を
寓
輿
装
置
で
記
錐
す
る
や
う
に
す
る
.
此
合
成
運
動
の

方
程
式
を
求
ひ
る
に
は
二
本
の
振
子
に
封
す
る
前
記
の
方
程
式
の
差
を
取
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
'
墨
の
運
動
は
北
ハ

通
で
あ
る
か
ら
二
本
の
振
子
の
長
さ
が
同

1
で
あ
る
場
合
に
は
敢
後
の
項
は
滑
失
し
て
次
の
如

き
式
を
得
ら
れ
る
｡

遮

断
陸

+

+

(81･
02)-
.

此
式
の
中
の

Or

o2.
は
二
本
の
振
子
の
合
成
運
動
堅
不
す
も
の
で
あ
る
が
､
此
式
は
吊
瓢
の
運
動
の
項
を
合
せ
な

い
か
ら
.
毒
が
動
い
て
79
二
本
の
振
子
の
各
成
運
動
は
固
定
し
た
蔓
に
吊
し
た

l
本
の
振
子
と
同
様
の
運
動
を
す
る



事
に
な
る
｡
先
皇
壁
の
遊
動
が
大

き
い
と
種
々
複
郵
な
る
影
響
が
あ
っ
て
此
の
如
-
簡
単
に
は
考

へ
ら
れ
附
が
､
潜

水
艦
で
海
面
下
二
十
玉
来
以
上
も
潜
航
す
れ
ば
非
常
に
静
か
で
あ
っ
て
動
揺
は
一
皮
以
内
で
あ
る
か
ら
'
其
中
で
振

子
轟
を
カ
ル
ダ
ン
懸
垂
法
で
吊
し
て
用
ひ
れ
ば
此
原
理
に
ょ
っ
て
蛮
力
を
測
定
す
る
轟
が
出
凍
る
の
で
あ
る
｡
如
何

に
静
か
を
様
で
あ
っ
て
も
海
面
上
の
船
内
で
は
荷
動
揺
が
大
き
過
ぎ
て
薯
際
の
測
定
が
出
凍
孜
い
の
で
あ
る
｡

マ
イ
ネ
ッ
は
此
方
法
を
用
以
て

一
九
二
三
年
に
地
中
海
印
度
洋
を
経
て
爪
瞳
に
到
る
海
上
で
重
力
測
定
を
行
っ
て

成
功
し
'
其
後
大
岡
洋
'
太
平
洋
の
横
断
測
定
､
及
び
蘭
領
兼
印
度
近
海
で
の
測
定
を
行
っ
た
｡
叉
北
米
倉
衆
閥
は

二
回
マ
イ
ネ
ッ
を
招
晒
し
'
自
問
の
潜
水
艦
を
提
供
し
て
酉
印
度
諸
島
の
近
海
や
メ
キ
シ
コ
常
で
海
津
重
力
測
定
を

行
っ
て
貨
っ
た
｡

三
､
後

備

行

動

測
地
撃
委
員
骨

に
於
て
は
海
洋
韮
力
測
定
を
行
ふ
角
に

一
方
で
は
海
軍
は
潜
水
艦
出
動
を
依
嘱
L
t
他
方
に
は
機

械
の
製
作
を
ヤ
T
ネ
ッ
氏
を
通
じ
て
刺
蘭
科
撃
機
械
製
作
所
に
証
文
し
た
｡
此
機
械
が
ま
だ
出
来
上
ら
沿
内
に
'
擬

革
で
は
観
測
者
に
潜
水
船
生
活
HLJ兄
撃
さ
せ
る
都
を
許
可
し
て
'
昭
和
六
年
七
月
に
平
山
委
員
長
､
新
城
委
員
や
私

と
熊
谷
助
教
授
な
ど
が
呂
放
箪
五
十
九
潜
水
艦
に
便
乗
し
て
未
来
轡
か
ら
館
山
常
澄
で
出
動
し
､
潜
航
に
闘
す
る
講

話
乾
聞

き
二
回
の
潜
航
散
見
撃
し
た
｡

翌
年
概
械
も
出
凍
て
凍
ね
か
ら
十
月
に
呂
既
第
五
十
八
潜
水
艦
に
機
械
を
取
ら
附
け
'
私
と
熊
谷
助
教
授
､
東
京

砕
図
太
撃
地
震
研
究
所
の
坪
井
助
教
授
が
便
乗
し
､
水
路
部
員
秋
膏
中
佐
も
特
に
参
加
し
て
呉
れ
て
､
相
接
轡
で
二

日
蹄
餅
五
十
七
静
水
艦
に
振
る
円
本
梅
醇
上
の
蕊
力
測
光

現

先
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十
三
怨

終

一
班

山ハ

六

日
間
に
五
回
潜
航
し
て
試
脇
的
測
定
を
行
っ
た
｡
此
時
は
塘
め
て
の
事
で
あ
っ
て
賓
測
ほ
も
不
慣
れ
の
籍
の
手
落
ち

な
ど
あ
つ
た
が
.
此
経
廟
に
ょ
っ
て
測
定
の
婁
唐
を
了
解
し
た
の
で
あ
る
｡

今

河は
日
本
海
溝
は
出
動
す
る
前
の
八
九
両
月
中
我
々
は
両
群
群
島
は
出
張
し
て
'
其
際

マ
イ
ネ
ッ
海
津
霊
力
測

定
機
を
携

へ
て
郵
船
の
寄
港
す
る
各
島
の
陸
上
で
求
力
測
定
計
行
つ
た
か
ら
.
機
械
の
性
状
に
就
で
は
充
分
に
知
準

す
る
朗
が
あ
っ
た
｡
叉
観
測
者

一
同
は
此
商
津
旅
行
で
海
上
壁
活
は
慣
れ
て
居
た
の
で
.
今
回
の
潜
水
艦
鐘
活
に
於

で
も
大
に
助
け
と
な
っ
た
事
と
瓜
ふ
｡

今
回
我
々
が
便
乗
し
カ
の
は
邑
批
第
五
十
七
潜
水
艦
で
艦
長
は
藤
井
明
義
少
佐
で
あ
っ
た
｡
観
測
者
の
側
は
私
と

熊
谷
助
致
擾
p
古
谷
助
手
妓
撃
生
別
適
評
で
､
此
外
に
水
路
部
員
秋
吉
中
佐
が
特
に
同
乗
し
て
斡
旋
す
る
と
同
時
に

艦
位
測
定
に
潜
ら
れ
た
｡
日
本
海
溝
に
出
動
し
た
の
は
十
月
十
七
日
で
あ
っ
た
が
､
其
前
に
潜
水
艦
は
特
に
入
渠
し

て
充
分
の
手
入
れ
む
し
で
居
て
英
れ
た
｡
十
三
日
に
は
機
械
を
船
内
に
取
ら
附
け
て
.
同
日
及
び
翌
日
充
分
の
試
廟

を
行
っ
た
｡
十
五
日
に
は
史
に
相
桟
轡
に
出
動
し
三

山岡
潜
航
測
定
を
行
っ
て
完
金
を
結
基
を
得
る
罫
が
出
凍
た
｡

之
で
潜
水
艦
の
方
も
観
測
者
の
方
も
充
分
の
準
備
が
出
凍
ね
の
で
'
十
六
日

一
日
は
休
養
し
て

一
同
英
気
を
養
以
七

十
七
日
よ
わ
本
式
に
出
動
し
た
の
で
あ
る
｡

四

､
賓

測

状

況

十
月
十
七
日
年
前
九
時
横
須
賀
を
出
て
房
州
蘭
報
か
ら
東
方
に
進
航
し
た
が
､
朝
雄
の
降
雨
が
次
第
に
荒
天
と
在

っ
て
歴
髄
の
動
揺
も
相
皆
に
烈
し
か
っ
た
｡
傾
斜
計
で
見
て
居
る
と
片
舷
は
二
五
度
位
傾
斜
し
た
革
も
あ
っ
た
｡
此



日
の
夕
刻
は
第

一
回
の
潜
航
測
定
を
行
つ
LJ
｡
翌
口
7P
荒
天
の
中
は
更
は
先
進
し
､
日
本
梅
溝
を
越
え
て
束
方
は
出

る
間
は
三
回
の
測
定
敷
布
払
､
十
九
日
に
は
引
き
返
し
て
更
に
三
回
の
測
定
を
行
っ
た
｡
此
H
の
正
午
少
し
前
に
始

め
Y
太
陽
が
孝

之
で
､
秋
吉
中
佐
が
硬
に
艦
位
測
定
を
行
っ
た
｡
十
七
円
以
来
陸
も
見
え
ず
天
測
79
国
衆
な
か
っ
た

馬
に
'
艦
位
は
羅
針
盤
と
速
力
と
か
ち
推
定
し
て
居
た
が
'
今
天
測
の
結
果
に
よ
る
と
艦
位
は
推
定
よ
-
鶴
首
粁
飴

も
東
方
に
在
る
革
が
明
か
に
在
っ
た
O
之
は
恰
も
黒
潮
の
尭
流
す
る
所
は
居
た
喬
に
受
け
た
影
響
で
あ
っ
て
.

1
時

間
二
粁
程
度
の
源
流
の
影
響
が
あ
っ
た
革
に
な
る
.

十
九
日
は
･BfH
は
晴
れ
た
け
れ
ど
も
海
に
は
波
が
額
高
か
つ
ね
が
'
翌
二
十
日
よ
-
は
金
-
平
穏
在
る
海
面
と
在
っ

た
｡
同
日
は
金
華
山
沖
を
兼
方
に
向
っ
て
梅
酒
の
外
ま
で
の
間
に
三
鮎
測
定
し
'
翌
日
は
北
進
し

て宮
古
沖
の
線
に

移
つ
-
漸
次
陸
地
に
向
ひ
っ
ゝ
四
鮎
で
測
定
を
行
っ
て
p
二
十
二
H
午
前

一
時
官
有
に
入
港
し
た
｡

宮
古
に
は
二
日
碇
泊
し
て
居
ね
が
､
此
間
に
乗
組
員
は
交
代
で
休
養
し
､
叉
我
々
は
機
械
の
試
鹿
や
測
定
の
結
果

の
概
算
を
試
み
た
｡
此
時
既
に
海
溝
の
両
側
傾
斜
面
の
負
偏
地
帯
の
存
在
を
注
意
し
た
の
で
あ
る
.

二
十
四
日
午
前
九
時
宮
古
を
出
て
北
方
に
向
つ
な
が
､
今
回
は
前
よ
少
も
猛
烈
夜
荒
天
と
在
っ
て
､
夕
刻
測
定
の
馬

は
潜
航
を
試
み
た
際
は
濠
に
潜
航
不
能
に
終
っ
た
｡

此
時
低
完
勝
は
日
本
梅
北
部
に
在
っ

て漸
次
東
北
に
進
ん
で
居

た
か
ら
､
艇
内
協
議
の
結
果
其
中
心
よ
-
遠
ざ
か
る
為
は
某
進
す
る
革
に
な
っ
た
｡
然
る
に
二
十
五
日
午
前
三
時
頃

に
な
っ
て
波
浪
益
々
高
-
'
時
々
海
水
が
司
令
塔
の
rl
ッ
チ
よ
-
艦
内
に
溢
れ
込
む
程
で
到
底
潜
航
測
定
を
行
ふ
望

み
が
強

い
か
ら
､
必
要
に
腰
じ
て
暇
泊
す
る
籍
に
更
に
西
方
に
引
き
返
し
た
.
二
十
五
日
午
後
十
時
頃
漸
-
襟
裳
晴

嬰
亀
を
見
る
事
が
出
来

て艦
位
も
明
か
ほ
な
ら
碇
に
二
十
六
日
早
朝
象
山
岬
の
東
方
六
〇
粁
飴
の
位
置
に
蓮
し
た
｡

日
挽
解
五
十
七
粋
水
肥
に
練
る
日
本
海
将
上
の
飛
力
測
起

b

七
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此
頃
か
ら
波
浪
少
し
-
静
せ
み
漸
-
潜
航
可
能
と
な
つ
カ
の
.で
直
ち
に
湘
定
を
行
っ
た
｡
之
よ
-,h来
航
し
三

二
鮎
の

測
定
計
行
以
'
翌
日
は
未
明
に
梅
林
の
東
方
よ
わ
引

き
返
し
漸
次
釧
路
に
向
つ
て
西
北
進
し
っ
ゝ
四
回
'
二
十
八
日

未
明
に
厚
岸
沖
で

一
同
測
定
を
行
っ
た
後
午
前
九
時
釧
路
に
入
港
し
た
｡

釧
路
に
於
て
も
宮
古
と
同
様
で
あ
っ
た
が
'
計
算
は
概
略
艦
内
で
終
っ
て
居
カ
の
で
､
二
十
九
日
は
便
乗
者
｣
同

阿
寒
樹
立
公
園
を
風
琴
す
る
轟
が
出
凍
カ
.
三
十
日
午
前
九
時
宮
古
を
出
て
蹄
舵
の
途
ほ
就
き
､
同
日
は
陸
奥
兼
方

で

一
瓢
､
翌
日
は
金
華
山
神
及
び
犬
吠
岬
北
方
で
各

1
卦
の
測
定
を
行
払
､
十

一
月

一
日
無
事
に
横
須
賀

に
蹄
著
し

た
｡
二
十
六
日
以
後
は
引
措

き
好
天
に
恵
ま
れ
た
｡

測
定
に
普
っ
て
は
先
づ
艦
位
が
独
走
測
鮎
に
到
達
し
た
時
艦
長
の
令
戟
準
備
の
淡
令
で
全
員
直
に
潜
航
配
置
に
就

-
｡
此
時
我
々
も
機
械
の
傍
に
行
っ
て
待
っ
て
居
る
｡
次
に
潜
行
準
備
の
就
令

に

ょ
少
漸
次
潜
航
し
て
行
-
が
､
約

十
分
内
外
で
安
定
と
夜
-
測
定
可
態
の
状
態
に
在
る
｡
之
よ
か
更
に
機
械
の
方
の
測
定
準
備
に
約
十
分
を
費
し
て
い

よ
い
よ
測
定
を
開
始
す
る
｡
此
測
定
は
振
子
の
振
動
を
罵
異
装
置
で
紀
錬
す
る
の
で
あ
っ
て
'
正
味
三
十
二
分
で
終

る
｡
此
時
機
械
の
検
査
及
び
篤
具
記
録
の
現
象
と
し
て
'
測
定
に
故
障
が
無
か
つ
ね
の
を
確
め
て
艦
長
に
報
告
す
る

と
'
艦
長
は
浮
上
の
事
績
を
取
っ

て'
約
十
分
で
海
面
航
走
の
状
態
に
在
る
｡

今
回
の
出
動
中
は
二
十
五
回
の
潜
航
を
行
っ
た
が
､
其
内
二
回
は
測
定
中
機
械
の
状
態
に
疑
問
を
憶

dt,念
の
為
に

潜
航
を
檎
醸
し

て更
に
測
定
を
行
つ
ね
が
､
現
象
の
結
典
始
め
の
測
定
も
故
障
の
覆

い
番
が
わ
か
少
､
結
局
二
十
七

回
の
測
定
を
行
っ
た
事
に
在
っ
た
｡
潜
航
の
洗
さ
は
三
十
米
乃
至

二
十
三
光
で
あ
っ
て
'
測
定
中
は

1
時
間
三
粁
位

の
速
力
で
徐
航
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
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光
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測
定
は
頼
子
の
振
動
適
期
を
決
定
す
る
の
が
主
眼
で
あ
る
か
ら
'
其
振
動
を
記
録
す
る
ほ
骨
身
精
確
在
る
経
線
儀

を
用
以
牛
秒
毎
に
時
間
記
漉
を
も
之
に
併
記
す
る
｡
此
経
線
儀
の
目
差
は
普
通
は
行
ふ
蜘
-
東
京
天
文
婁
か
ら
の
挙

用
報
時
を
聴
取
し
て
足
め
た
が
p
荷
特
に
今
回
は
潜
水
艦
か
ら
使
用
経
線
儀
の
時
刻
を
放
塗
し

て'
兼
京
天
文
基
の

橋
元
技
師
其
他
の
人
々
を
頗
は
し
之
を
蹄
確
在
る
時
計
と
此
醸
し
て
華
っ
ね
の
で
あ
る
｡

五
､

測
定
の
結
果
概
況

測
定
の
篤
晃
記
銘
か
ら
精
確
に
振
動
適
期
を
決
定
す
る
ほ
は
非
常
の
夢
カ
を
周
す
の
で
p
日
下
宙
其
進
行
中
で
あ

を
｡
其
上
之
に
脱
皮
､
魔
力
､
温
度
､
鹿
祝
儀
の
目
差
､
腹
鰭
の
小
動
括
､
湛
航
速
度
等
の
影
響
に
封
す
る
修
正
を

加

へ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
､
完
全
な
る
報
告

む
な
し
得
る
ま
で
ほ
は
想

昌

時
日
を
婁
す
ふ
o
併
七
夜
が
ら
測
定
を

進
め
て
行
-
上
は
概
況
を
知
っ
て
居
る
事
が
必
要
で
あ
る
の
で
､
簡
単
在
る
計
算
は
艦
内
及
び
碇
泊
中
は
行
っ
て
置

い.カ
｡
之

は
蔓

興
記
錐
か
ら
振
動
過
期
の
略
近
値
を
出
し
､
之
は
最
も
天
を
る
影
響
を
及
ぼ
す
脱
皮
と
経
線
儀
の
打

差
と
は
封
す
る
修
正
を
施
し
た
も
の
を
用
弘
で
塞
カ
の
値
を
計
算
し
雀
の
で
あ
る
｡
此
測
定
値
か
ら
測
鮎
の
線
度
心

封
す
格
重
力
の
標
準
値
を
除
去
し
光
磯
少
は
所
謂
重
力
偏
倍
で
あ
っ
て

地
殻
内
の
状
態
を
研
究
す
る
に
必
要
濁
る

や
の
で
あ
る
｡
今
回
の
測
定
で
得
た
口
本
海
溝
附
近
の
重
力
偏
倍
の
値
は
附
間
は
記
入
し
て
あ
る
=?
此
債
は
勿
論
匪

定
的
の
も
の
で
は
老

い
が
'
今
後
精
算
を
進
め
で
も
賓
質
的
に
著
し
い
差
は
出
て
衆
を

5'も
の
と
侶
ず
る
｡

陸
上
に
於
け
る
重
力
偏
借
に
就
で
は
既
に
屡
々
之
を
聴
表
し
た
事
が
あ
る
｡
今
共
等
の
借
と
今
回
の
測
定
の
賂
巣

と
を
併
せ
考

へ
て
等
偏
傍
線
を
引

い
て
見
た
結
基
､
其
分
布
に
著
し
い
特
色
の
あ
る
革
が
明
か
は
在
っ
た
｡



党
づ
本
州
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
に
は
正
偏
借

一
〇
〇
ミ

リ
ガ

ル

以
上
の
地
帯
が
あ
っ
て
'
阿
武
隈
山
脈
及
北
上

山
脈
の
地
域
を
敏
弘
'
其
中
で
も
後
者
の
地
域
に
は
史
に

一
五
〇
ミ
リ
ガ

ル
以
上
の
部
分
が
あ
る
が
､
之
が
金
華
山

の
東
方
海
上
に
突
出
し
て
居
る
革
は
任
意
を
要
す
る
｡
此
正
偏
地
帯
の
南
方
は
独
小
と
な
っ
て
犬
吠
岬
北
方
よ
-
海

中
に
出
で
'
鼻
紙
牛
島
の
東
商
を
廻
っ

て其
中
に
小
偏
倍
地
域
を
包
蔵
し
て
居
る
.
叉
北
方
は
噴
火
轡
を
鮭
で
北
海

道
の
頚
部
む
横
断
し
日
本
海
に
似
る
か

'之
よ
-
何
れ
に
向
ふ
か
は
賂
凍
日
本
海
の
重
力
測
定
を
行
っ
た
後
始
め
て

決
定
さ
れ
る
｡

此
正
偏
地
帯
の
東
方
に
常
-
日
本
海
溝
の
酉
側
傾
斜
面
の
上
に
は
負
偏
倍

一
〇
〇
ミ
リ
ガ

ル
以
上
の
地
帯
が
略
節

者
に
並
行
し
て
南
北
に
走
っ
て
屠
る
｡
而
し
て
正
偏
地
帯
が
金
華
山
附
鑑
に
於
で
東
方
に
曲
出
せ
る
ほ
勤
し
'
負
偏

地
神
も
亦
之
に
暫
以
兼
方
に
轡
曲
し
て
海
溝
の
敢
裸
部
を
被
ふ
y
屠
る
｡
此
負
偏
地
帯
は
陸
奥
の
東
方
約
二
官
五
十

肝
の
蓮
は

一
五
〇
ミ
リ
ガ

ル
以
上
の
負
偏
棒
型
不
L
t
之
よ
-
正
偏
地
帯
と
別
れ
海
溝
は
併
行
し
て
東
北
に
進
む
が

別
に
旦
向
沖
に
同
様
の
負
偏
地
域
を
有
L
t
枝
帯
を
以
て
正
偏
地
帯
を
迫
は
ん
と
す
る
如

き
形
勢
が
見
ら
れ
る
｡

負
偏
地
帯
の
東
北
向
し
た
部
分
に
勤
し
'
北
海
道
東
部
に
は
顕
著
在
る
正
偏
地
域
が
見
え
て
居
て

脱
窒
方
近
に

至
っ

ては
賓
に
二
〇
〇
ミ
リ
ガ
〝
以
上
の
正
偏
倍
が
測
定
さ
れ
て
ゐ
る
｡

之
等
の
重
力
偏
倍
分
布
の
内
で
陸
上
の
部
分
に
於
で
は
地
形
及
地
質
構
造
と
の
相
関
に
就
て
任
意
を
婁
す
る
が
､

其
詳
細
は
後
日
精
算
の
後
に
す
る
｡
今
海
洋
重
力
測
定
を
経
つ
Y
特
に
注
意
す
べ

き
は
其
負
偏
地
帯
が
海
底
地
震
の

磯
塵
す
る
地
域
を
被
ふ
報
で
あ
る
｡
昭
和
八
年
三
月
三
日
の
三
陸
大
津
狼
の
惨
状
は
荷
世
人
の
.記
憶
に
新
た
な
る
所

で
あ
る
が
､
之
を
起
し
た
海
底
地
震
の
震
源
は
陸
中
東
方
海
上
で
恰
も
負
偏
地
帯
に
相
曹
す
る
桝
に
在
っ
た
｡
此
大

E･=
紙
解
五
十
七
滑
水
艦
に
練
る
日
本
指
溝
上
の
凍
力
測
光

ニ

ー
.I
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一
二

津
浪
は
之
が
始
め
て
で
は
な
-
､
明
治
二
十
九
年
に
も
殆
ん
ど
同
様
の
英
婆
が
あ
わ
､
又
歴
史
を
播
け
ば
年
代
を
過

っ
て
延
蟹
五
年
.
慶
長
十
六
年
p
月
観
十

一
年
は
79
同
様
は
三
陸
大
浄
狼
が
起
つ
カ
事
が
記
録
さ
れ
て
居
る
｡
之
等

の
脱
国
力
-

し
海
底
地
震
の
震
源
を
決
定
す
る
事
は
容
易
で
は
夜

い
が
､
津
浪
及
地
盤
の
性
質
か
ら
推
し
て
何
れ
も

南
北
は
多
少
の
差
違
は
あ
ら
と
も
此
日
本
海
溝
の
蘭
側
傾
斜
面
に
起
っ
た
も
の
ら
し

い
革
は
推
定

さ
れ
る
.
又
北
海

道
東
部
に
於

では
大
正
七
年
九
月
揮
捉
島
東
南
海
中
に
起
つ
允
地
震
に
件
以
大
津
浪
が
起
夕
高
rh四
十
尺
に
も
及
ん

だ
｡
明
治
二
十
七
年
に
は
釧
路
厚
岸
服
笠
等
ほ
地
震
を
戚
じ
て
同
じ
-
津
浪
が
襲
凍
し
カ
串
が
あ
っ
カ
が
'
其
震
源

は
根
室
の
滴
々
兼
約
す
三

十
肝
の
距
離
で
､
丁
度
負
偏
地
帯
の
中
に
祁
皆
す
る
｡
天
保
十
四
年
に
も
同
塵
の
地
震
津

浪
が
あ
っ
た
｡
又
此
負
偏
地
帯
の
南
部
鼻
絶
沖
は
源
底
地
震
の
頻
聴
す
る
所
と
し
て
知
ら
れ
'
昔
で
津
浪
を
伸
ふ
た

事
79
屡
々
あ
る
｡
此
の
如
-
此
負
偏
地
帯
は
現
今
地
塾
動
の
進
行
し
っ
J
あ
る
地
帯
と
考

へ
ざ
る
を
得
意

い
｡

本
編
を
終
る
ほ
皆
少
之
等
の
正
偏
地
背
及
負
偏
地
帯
の
両
端
を
明
か
に
す
る
為
に
更
に
必
要
怒
る
海
洋
重
力
測
定

の
賓
現
を
切
は
希
望
す
る
｡

(

終
)


